
保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表)

公表 :平成 31年 1月 19日

事業所名 「きらり」掛川校   保護者等数 (児童数) 6 回収数 5 害」合   83%

チェック項目 はい
どちらともい

えない いいえ
わからない

機
ご意見を踏まえた対応

環

境

。体

制

整

備

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か
1 2 2 0

身体を動かすには

狭い。

狭いスペースだが工夫して

対応していきたい。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 2 2 0 1

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境 |こなっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や1青幸晨伝達等への

配慮が適切になされているか

2 3 0 0
掲示物で確認しや

すくなつている。

これからも利用者 、保護

者の立場で工夫していき

たい。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

となつているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となつているか

3 2 0 0

子どもに合つた本舵

イスカ酒己置されてい

る。清潔感はある。

これまで通り、環境整備に

′心がけていきたい。

適

切

な

支

援

の

提

供

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか
3 2 0 0

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイトライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援 Jの「発達

支援 (本人支援及び移行支援 )」 、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか

3 2 0 0

子どもの苦手なこと

もうまくプログラムさ

れている。

支援内容については、こ

れからも研修に努めていき

たい。

⑦ 児童発達支援計画に沿つた支援が行われているか 3 2 0 0

③
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か
3 1 0 1

いろいろな活動が用意さrlてぃる。

子どもが希望する以外は固定化さ

れてはいなし1,

個 々に合 わせた支援 内

容を工夫していきたい。

③
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか
0 ■

■ 3 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか
4 1 0 0

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画Jを示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか

3 1 0 1

⑫
保護者に対して家族支援プログラム (ペアレント・ト

レーニング等)が行われているか
0 1 2 2
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短時間ではあるがていね

しヽこおイ云えしていきたい。

終了後に課題につしての説

明がありわかりやすい。

定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか

保護者の希望に応じ

て取り組んでくれる。

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の画副3がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行 |   |    |    |    |        |           |
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本人の特性に合わせて

事業所の支援 |こ満足しているか 0 1細かく対応していただいて

|いる。

個別療育の特徴を生かし

て努力していきたい。

)この「保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表)」 は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の言平価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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⑬

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

錢 達の1犬況や言果題について共通理解ができてい

るか

2 1 1 1

⑭ 0 2 2 1

⑮

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か

0 0 3 2

⑩ 2 1 1 1

⑫ 1 2 0 2

⑬

ヲF

常

時

等

の

決寸

応

④

②

満

足

度

②

② 3 1 1



公表 :平成 31年 1月 19日

事業所における自己評価結果 (公表)

事業所名 「きらり」桂HII校

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

環

境

・

体

制

整

備

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある
4 0

仕切リカーテンなどの本リ

用

,去令を遵守したスペースを確保してい

る。

② 職員の配置数は適切である          1 4 1  0
旦量磐詈

育士または児

 |,去
令を運守した酉己置数

③

|

季節により掲示物は楽 |ネ見覚ltよ り必要な'情幸長が伝えられるよ

しくII夫         |う lt工夫されている。
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答えやすいアンケート形 |ご指l商 を受けた内容についてはすぐに

式を朗

 1指

詢 かお °

⑦ 0

事業所向け自己評価表及び保護者向ιナ評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己言平価をイ予うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している
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③ 40
第三者による外部評価を行しヽ、評価結真を異霧J可

聖型型重______一一」
|

l

利用者、社内以外の方 1現状は利用者、社内の 2者評価で、
|

の声も参考にする
   1必

要に応じて実施する。

◎ 0
職員

[「

質の向上をイ予うために、研修の機会を確保

l f~|
初任者研修の実施  1指

導員は継続的な研修を実施してい

|る
。
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提
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毎日全員でケース会を

実施

常に内容の,青報交換を

している

きらりひろIЙ定期的に

実施している

前日、または当日の朝

に実施

翌日のケース会で実施 |

|

|

』ユ(]『

では音β屋の位置にも西己慮を

|

特に気|こなった点については次回に保

護者と話をしていく。

支援が行われている

活動と集団活動を適宜

:計画を作成している

卜ず打合せをし、その日イテ

担について確認している

必ず打合せをし、その日

Fい、気付いた点等を共有

学校や特別支援学校 (小学

内容等の1青 報共有と相互理解

や児童発達支援事業

lwI誕
も見られる

|

毎日のケース会で支援内容が話し合
|

われる。

ケース会を行い、との指導員でも担当

できるようにする。

他の事業所での支援内容も知る機

会を4/Fつ ていく。

同じ時間帯での利用者同士の交流

の機会を作つていく。

をチームで4テつている      |―一―一一―

―

――一†
―

|

よヽう工夫している

⑬
児童発達支援計画に沿つた

①

'舌

動プログラムの立案をチーム

⑮ 活動プログラムが固定化しなし

⑩
子どもの1犬況に応じて、イ固別

'

組み合わせて児童発達支援

⑫

支援開始前には職員間で必

われる支援の内容や役害」分]

⑬

支援終了後には、職員間で,

行われた支援の振り返りを行

している

⑩
日々の支援に関して記録をと

検証・改善 1こつ桜ザている

④
定期的にモニタリングを行い、

見直しの必要性を判断してし

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

④

障害児相談支援事業所のサ

の子どもの1犬況に精通した最く

ている

②
母子保健や子ども。子育て支

機関と連携した支援を行つて1

④

(医療的ケアが必要な子ども

のある子ども等を支援している

地 tntの保健、医療、障害福判

係機関と連携した支援を行つ

④

(医療的ケアが必要な子ども

のある子ども等を支援 tノ ている

子どもの主治医や協力医療彬

えている

④

移行支援として、保育所や認

別支援学校 (幼稚部)等と

情幸履共有とオロ互 I里角旱を図って

④

移行支援として、小学校

部)との間で、支援内容

を図つている

②

他の児童発達支援センターヘ

所、発達障害者支援センター

し、助言や石舟修を受けている

④

保育所や認定こども園、幼矛

のない子どもと活動する機会

一り

4 0

4 0

4 0

4 0

4 0

4 0

4 0
学校に出向き'情報共有

することが基本

移行後も手J用される方がほとんどで、

定着させる。

4 0 定期的な研修がある
事例研修や事例検討会なども定着さ

せる。

0 4

地域交流は限られた支援時間内では

難しい。個々に必要があれば計画に

位置付ける



④
(自 立支援)協議会子ども部会や地域の子ども

育て会議等へ積極的に参カロしている

⑩
日頃から子どもの1犬

'兄

を保護者とイ云え合い、子どもこ

発達の状況や課題について共通理解を持つている

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

して家族支援プログラム (ペアレント・トレーニング等

の支援を行つている

⑪

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

⑫
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を i

ている

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提タ

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づさ

作成された『児童発達支援計画 Jを 示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計ロ

の同意を得ている

①

⑭
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対すそ

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行つている

⑮
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を漏

る等により、保護者同士の連携を支援している

⑮

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

体制をiF● 備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあつた場合に迅速かつ適切に対応

ている

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定

連絡体制等の1青報を子どもや保護者に対して発信

ている

個人情報の取扱しヽこ十分注意している

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情

達のための酉己慮をしている

⑫

①

⑩

⑩
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

れた事業運営を図っている

リト

常

時

等

の

文寸

応

①

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

マニュアリレ等を策定し、職員や保護者に周知すると

もに、発生を想定した訓1練を実施している

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そθ

必要なヨ|1練を行つている
⑫

○
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど

イ犬況を確認している

⑭
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

基づく対応がされている
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お知らせの発行、掲示

物、プログの更新

さらに、わかりやすく的確な情報発信

を目指す。

PCに関してはノtスワード設定などして

いる。さらにてきせつな文寸応をしていく。

合I里的配慮などの研修に参加するな

どする。

防災訓練では地域のかたにもお知ら

せするなどする。

0 視覚的な配慮

開か

1 4
_J__

F14
|

1協力金での参加

|

ｋ
悔
打

月 1回の防災訓練

すべての利用者に確認

少しでも多くの利用者に経験をしても

特別支援学校などの個別の支援計

画などを利用する。

食物の提供はないが、接触を避けるよ

うにする。

すべての利用者に確認

，
“

ｂ̈

4 0

4

4

0

0
保護者|ごよ契約時に実

施

職員に対しては日々の研修などで徹

底する。

0

0

0



―

― ― ― ― ―

―

― ― ―

  |

■ttI.T籠薫π蔽==+~
|つ 。          |

一

―

―

一 ― 一 ―
― ― ― 十 一 ―

―

―

―

―

―

―

―
一 ― ― 一

一

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する  |

●この「事業所における自己評価結果 (公表)」は、事業所全体で行った自己評価です。
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141 0 1報 鵠 を作成
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